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日本周産期・新生児医学会第32回周産期学シンポジウム

　わが国ではこの30年間で年間出生数が150万人から110万人に減少した
が，在胎32～36週で出生した早産児の出生割合は3％から5％に増加し
ている。早産児のうち，在胎34～36週で出生したものをlate-preterm児と
呼ぶが，日本人late-preterm児が出生後にどの程度成長障害を来すかにつ
いての大規模疫学調査はなかった。そこで，神戸大学病院周産期母子セ
ンター小児科講師の森岡一朗氏は，神戸市で出生した約3万人のデータ
を用いたpopulation-based研究を実施。「late-preterm児では3歳時低身
長の発生頻度が正期産児よりも有意に高かった」と，日本周産期・新生児
医学会第32回周産期学シンポジウム（2月7～8日，会長＝九州大学大学
院小児外科学分野教授・田口智章氏）で発表した。

～late-preterm児～

3歳時低身長の発生頻度は
正期産児より高い

出生体重10パーセンタイル未満で
低身長発生頻度が有意に上昇

　2006～08年に神戸市で出生した児
３万8,654人のうち，３歳時に身長・
体重のデータが得られたのが３万
2,154人。データ不備，在胎42週以上
や34週未満を除いた，在胎34～41週
の２万6,970人を対象とした。内訳は，
正期産児２万5,556人，late-preterm
児1,414人だった。
　３歳時低身長は標準身長の－2標
準偏差（SD）未満と定義した。３歳時
低身長の発生頻度は対象全体で
1.4％。正期産児の1.4％に対し，late-
preterm児では2.9%と有意に高かっ
た（P＜0.001）。低身長の重症度で見
ると，－2.5SD未満（より重症）の割合
が正期産児（28％）よりlate-preterm
児（34％）で高かったが，有意差はな
かった。
　次に，出生時の体重・身長で
appropriate for dates（AFD：体重
が10パーセンタイル以上），light for 
dates（LFD：体重だけが10パーセン

タイル未満），small for dates（SFD：
体重も身長も10パーセンタイル未満）
に分けた。３歳時低身長の発生頻度
は，正期産児のAFDで1.2％，LFD
で2.3％，SFDで5.1％，late-preterm
児では順に1.9％，6.9％，12.2％（図）。
すなわち，late-preterm児が出生体
重10パーセンタイル未満で出生する
と，３歳時低身長の発生頻度がLFD
では約3.5倍，SFDでは約6.5倍，有
意に高まることが示された。

GH治療要するSGA性低身長症の
発生頻度は増加せず

　わが国でも幾つかの条件を満たす
small for gestational age（SGA：
SFDとほぼ同義）性低身長症には成
長ホルモン（GH）の適応が認められ
ている。森岡氏は，SGA性低身長症
でGH治療の基準を満たす児の発生
頻度が上昇するかどうかについても
検討した。
　まず，在胎23～41週で出生した児
２万7,228人を在胎週数別に４群に分
類。全体でのSGA児の発生頻度は

4.3％だが，34～36週で6.4％，34週
未満では10.5％と，在胎週数が短い
ほど発生頻度は高まった（P＜0.01）。
　GH治療の適応と想定されるSGA
性低身長症の発生頻度は，全体では
0.06％（約1,700人に１人）。正期産児
とlate-preterm児で同発生頻度に有
意差はなかったが，在胎34週未満で
出生した児では34週以上の児に比べ
て有意に高頻度だった（P＝0.02）。

－2SD未満と要GH治療に大きな差

　ここから森岡氏は，過去の研究結
果との比較も交えて，考察を述べた。
　過去の報告（福岡県での調査）で
は，３歳時低身長の発生頻度は1.45 
％とされているが，今回の検討でも
正期産児で1.4％，全体で1.4％と，以
前の報告とほぼ同程度だった。そし
て今回，late-preterm児では2.9％と
有意に高いことが判明。低身長の発
生には在胎週数が関与すると考えら
れた。
　別の国内研究では「在胎32週以降
で出生したSGA児のうち約８～９％
が－2SD未満のSGA性低身長症にな
る」と報告されているが，今回の検
討ではlate-preterm児のうちAFDで
２％，LFDで７％，
SFDで12％が低身
長であり，LFDと
SFDを足して割る
と，前述の報告に
近い発生頻度とな
る。
　SGA（SFD）児の
低身長の原因とし
ては，GH不応の
病態や遺伝子異常
の存在などが報
告されているが，
同 氏 は「今 回は

population-based研究であり，３歳時
低身長の原因について詳細には検討
できていない」と述べた。
　国内外の文献では，SGAの発生
頻度は2.3～10%，SGA児の－2SD未
満の低身長症は約10％と報告されて
いる。SGA発生が2.3％，SGAの10 
％が３歳時に－2SD未満の身長と仮
定すれば，約440人に１人の割合で
SGA性低身長症が生じると考えられ
る。
　今回の研究では，SGAの発生頻
度が4.3％，GH治療を要するSGA性
低身長症の発生頻度は0.06％で，約
1,700人に１人の割合でGH治療を要
するSGA性低身長症が発生すると推
定された。ただし，３歳時身長－2SD
未満とGH治療を要するSGA性低身
長の発生頻度には25倍以上の開きが
あった。
　同氏は「late-preterm児の３歳時
低身長発生頻度は正期産児より有意
に高い。late-preterm児が出生体重
10パーセンタイル未満で出生すると
低身長の発生頻度が有意に高まる。
しかし，正期産児と比べてGH治療
を要するSGA性低身長症の発症頻
度の増加はなかった」と結んだ。
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〈図〉 出生時の体重・身長による低身長の発生頻度の違い

（森岡一朗氏提供）

英米の6大医学誌
女性の著者・編集委員の割合に違い
　ドイツ・University of Cologneの
Thomas Christophe Erren氏らは，
英国，米国で発行されている６つの
主要な総合内科系雑誌（Ann Intern 
Med，BMJ，JAMA，JAMA Intern 
Med，Lancet，N Engl J Med）の著
者，査読者，編集長または編集委員
における女性の割合について調査を
実施。その結果がJAMA Intern 
Med（2014年２月24日オンライン版）
にレターとして掲載された。いずれ
の雑誌でもほとんどの結果に大きな
違いは見られなかったが，ある雑誌
がほとんどの評価項目において女性
の割合が最も低かったことが明らか
となった。

女性の割合高い項目，最多はBMJ

　Erren氏によると，医療現場への
女性の参加は進んでいるものの，学
術の場においては依然，性差が根強

く残っている。これまでには，1970
年に比べ2004年には論文の筆頭ある
いは最終著者として女性が登場する
機会が明らかに増加していたが，６
つの著名な医学雑誌では依然少数派
であるとの報告もあると紹介してい
る。
　同氏らは英国，米国で発行されて
いる総合内科系雑誌６誌の2010年１
月～11年12月における論文（original 
research），論説の著者，査読者，
編集長，編集委員における女性の割
合を調査。対象期間における６誌の
1,999報の論文，1,867件の論説，１万
6,242人の査読者，７人の編集長，
145人の編集委員を対象とした。氏
名などから性別が判定可能であった
論文ならびに論説著者6,511人，査読
者１万6,021人，編集長７人，編集委
員144人における女性の割合を集計
した。

　対象期間で，論文の筆頭著者にお
ける女性の割合が最も高かったのは
BMJ（46.7％）。同誌は論文の最終著
者（28.8％），論説の筆頭著者（27.4％）
の他，査読者（28.8％）でも女性の割
合が６誌の中で最も高かった。

最も低い項目多かったのは
N Engl J Med

　一方，論文の筆頭著者（23.7％），
論説の筆頭著者（18.0％），査読者
（16.6％），編集委員（22.2％）において
女性の割合が最も低かったのはN 
Engl J Medとの結果が示された。
ちなみに女性編集委員の割合が最も
高かったのはこのレターを掲載した 
JAMA Intern Medで41.7％であっ
た。
　また，論文では筆頭著者に占める
女性の割合は６誌中５誌で30～40％
であったのに対し，最終著者におけ
る割合が30％を超える雑誌はなかっ
た。なお，N Engl J Medは論文，
論説ともに筆頭・最終著者における
女性の割合にあまり差がなかった。

　Erren氏らは今回の調査結果につ
いて，以前から医学誌の各領域にお
ける女性の割合は増加していたと指
摘。しかし，論文や論説の多くは男
性の執筆によるものであることに変
わりはない他，６誌では女性査読者
の割合が30％に達していなかったと
述べ，状況のさらなる改善が必要だ
との見方を示している。

日本の医学雑誌の状況

　わが国の状況については，2011年
の日本外科学会の調査報告書をウェ
ブで見ることができる。
　同学会は，2011年６～８月に日本
医学会分科会の105学会の実態を調
査（回答率95.5％）。それによると，
全学会における和文学会誌の編集委
員に占める女性の割合は6.3％（回答
のあった88学会中），外科系学会で
は０％（同９学会中），英文誌編集委
員では全学会で4.4％（同52学会中），
外科系学会で０％（同６学会中）との
結果が示されている。
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